
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

や
っ
ぱ
り 

 
 

  

で
す
よ
。

那覇市 市勢要覧 2017 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
い
た
い
。 

那
覇
市
長
の
城
間
幹
子
や
い
び
ー
ん
。 

那
覇
市
は
、
沖
縄
本
島
の
南
部
に
位
置
し
、
亜
熱
帯
の 

気
候
と
豊
か
な
風
土
に
育
ま
れ
、
歴
史
と
文
化
の
香
り
豊
か 

な
都
市
で
す
。 

 

さ
て
、
本
市
は
、
２
０
１
５
年
度
に
中
核
市
へ
移
行
し
、 

１
６
年
度
に
は
市
制
施
行
95
周
年
を
迎
え
、「
人
と
人
」 

「
人
と
地
域
」
そ
し
て
「
地
域
と
企
業
」
を
つ
な
ぐ
協
働
に 

よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
紡
が
れ
た
人
材
を
大
切
に
し
、
風
格
あ 

る
県
都
・
那
覇
と
し
て
さ
ら
な
る
高
み
を
目
ざ
し
て
、
歩
み 

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
夢
や
希
望
に
溢
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑 

顔
が
輝
く
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
し
進
め
、
誰
も
が
自
分 

ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

み
な
さ
ま
に
は
、
こ
の
要
覧
を
と
お
し
て
、
市
民
の
み
な 

さ
ん
が
紡
い
で
き
た
活
気
あ
る
ま
ち
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た 

だ
き
、
那
覇
へ
の
関
心
と
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と 

幸
い
で
す
。 

ゆ
た
さ
る
ぐ
と
ぅ 

う
に
げ
ー
さ
び
ら
。 

  

 

 

 

那覇市長 

城間 幹子 

市長の写真 

海に囲まれた沖縄・那覇市でぜひ、食していただきたいのが、

市魚に指定されているマグロ「沖縄美ら海マグロ」です。 

那覇で水揚げされた冷凍しない「生」の状態だから新鮮その

もの。さらに１年を通して旬のマグロを食する事ができるの

も特徴のひとつです。ぜひ、みなさんも食して、その違いに

納得いただけるものと思います。 

 

新都心地区で毎年開催される「紙ヒコーキ大会」は、各学校ＰＴＡと地域コミ

ュニティ、企業などが協賛する協働のイベントです 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

那覇市 市勢要覧 2017 

 

やっぱり    ですよ。 

 

 

那覇って何かと便利。バスやモノレールもあるし、空港

にも近い。学校や職場、役所、アミューズメントが30

分圏内にそろう、スマート&コンパクト シティ 那覇 

 

もっと知りたい 

那覇のまち 
 11 新都心地区・那覇中心地区 

 12 真和志・小禄地区 

 13 那覇西地区 

 14 首里・首里北地区 

 

新名所もうすぐお目見え 

那覇市政いろいろ 
17 なは市政ダイジェスト 

19 姉妹都市・友好都市 

20 なはのイベント 

21 位置と市域・シンボル 

22 指定文化財一覧 

23 那覇市のあゆみ 

データで見る那覇 

統計・資料  

 

 

 目次 

東南アジアの玄関口 那覇 

 

“日常が楽しい” 

那覇市民をやってみよう 
 5 マチグワーを楽しむ 

 6 まちなかの自然を楽しむ 

 7 地域の伝統文化に触れる 

 8 いつでもどこでも 

エンターテイメント 

 9 行動派の欲張りさんには 

 

３ 

４ 

10 

15 

16 

26 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

那
覇
は
、
か
つ
て
、
琉
球
王
国

の
王
都
・
商
都
と
し
て
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
交
易
に
よ
り
栄
え
て
き
た

長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
那
覇
が

地
理
的
に
優
位
な
位
置
に
あ
る
こ

と
は
、
今
も
昔
も
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

２
０
０
９
年
に
那
覇
空
港
を
起

点
に
、
日
本
と
ア
ジ
ア
の
主
要
都

市
を
結
ぶ
国
際
物
流
拠
点
が
築
か

れ
ま
し
た
。 

 

那
覇
を
中
心
と
す
る
２
千
キ
ロ

の
円
周
域
に
は
、
東
京
、
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
、
香
港
、
ソ
ウ
ル
、
北
京
、 

 

マ
ニ
ラ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の
各
都

市
を
結
ぶ
要
衝
の
地
点
が
あ
り
、

さ
ら
に
２
千
５
０
０
キ
ロ
圏
内
は

航
空
機
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
一
般
的
な
飛
行

範
囲
と
言
わ
れ
、
那
覇
は
人
口
20

億
人
の
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
心

と
い
え
ま
す
。 

成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
活
力
を
取
り
込
む
た
め
に
必

要
な
交
通
、
輸
送
、
情
報
通
信
機

能
の
う
え
か
ら
も
、
日
本
と
ア
ジ

ア
各
都
市
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て

好
条
件
な
位
置
に
あ
る
の
が
那
覇

市
な
の
で
す
。 

 

 

 
飛行機型のコンテナ 

 

24 時間対応の沖縄貨物

ハブ施設。日中は閑散と

しているが、深夜 2 時が

稼働のピーク時となる 

若狭バースに停泊するクルーズ船 
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車
が
必
要
と
言
わ
れ
る
沖
縄
で
す
が
、 

那
覇
で
の
お
出
か
け
は
、
意
外
と
公
共
交
通
機

関
が
便
利
な
ん
で
す
。 

 

バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に 

出
か
け
た
り
、
映
画
や
お
芝
居
を
観
に
で
か
け

た
り
。 

上
演
前
に
、
カ
フ
ェ
や
立
ち
飲
み
屋
で
ち
ょ
っ

と
一
杯
も
気
軽
に
で
き
、
い
ろ
ん
な
地
域
の
お

食
事
も
楽
し
め
ち
ゃ
う
。 

 

慢
性
的
な
渋
滞
は
悩
み
の
種
で
す
が
、 

時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
動
け
ば
、 

と
て
も
快
適
。 

 

日
常
の
那
覇
市
民
。 

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

パレットくもじ前交差点 
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那
覇
の
マ
チ
グ
ヮ
ー
は
、
第
一
牧
志

公
設
市
場
を
中
心
と
す
る
中
心
商
店

街
地
域
の
愛
称
と
し
て
、
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

そ
ん
な
マ
チ
グ
ヮ
ー
に
は
、
戦
後
の

復
興
か
ら
、
急
速
に
発
展
を
遂
げ
た
那

覇
の
痕
跡
を
未
だ
漂
う
、
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
よ
う
な
、
も
う
一
つ
の
那
覇
の
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
近
年
、
そ
の
雰
囲
気
を
好
ん
で
、
若

い
事
業
者
が
飲
食
店
、
雑
貨
や
衣
類
な

ど
の
シ
ョ
ッ
プ
を
起
業
す
る
な
ど
、
若

い
世
代
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

マ
チ
グ
ヮ
ー
を
歩
く
と
、
店
子
さ
ん

と
買
い
物
客
が
ゆ
ん
た
く
（
お
し
ゃ
べ

り
）
す
る
姿
や
、
飲
食
店
を
ハ
シ
ゴ
し

て
、
隣
り
合
わ
せ
の
お
客
さ
ん
同
士
が

世
間
話
を
楽
し
む
姿
な
ど
、
普
段
の
営

み
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

い
ま
に
生
き
る
那
覇
レ
ト
ロ
を
日

常
で
体
験
で
き
る
の
は
、
那
覇
市
民
な

ら
で
は
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

 

マ
チ
グ
ヮ
ー
を
楽
し
む 

 

 

 

オモシロ店舗が多い浮島通り 

昔懐かしい２階建ての木造建築はカメラの被写体にも魅力的 
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マングローブ林を抜ける木道からは、カニ類やトビハゼ

といった生物が観察でき、秋から冬にかけて渡り鳥を間

近で観察できる 

ま
ち
な
か
の
自
然
を
楽
し
む 

漫湖は国場川と饒波川の合流地点に形成された河口干潟で、全国でも有数のシ

ギ・チドリ類の渡来地でもあり、多くの水鳥等の生息地として鳥獣保護区に指

定されている 

 

末吉公園の中にある施設「森の家みんみん」では、子

どもたちが自然・社会体験をとおして、自然と親しみ、

自然を大切にする豊かな心を育むことができる 

 

市
内
に
も
、
水
辺
や
緑
地
を

身
近
に
楽
し
め
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。 

水
鳥
と
湿
地
で
有
名
な
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ

た
漫
湖
に
は
、
飛
来
す
る
水
鳥

や
ハ
ゼ
な
ど
が
観
察
で
き
る

漫
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
貴
重
な
自
然
が
残
る

森
林
公
園
、
末
吉
の
森
（
末
吉

公
園
）
の
に
は
安
謝
川
が
流
れ 

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
行

う
、
ホ
タ
ル
観
察
会
は
季
節

の
風
物
詩
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ほ
か
に
も
桜
の
名
所
、
与

儀
公
園
や
漫
湖
公
園
、
新
都

心
公
園
の
緑
地
、
金
城
ダ
ム

公
園
な
ど
、
都
心
の
喧
騒
を

逃
れ
「
ホ
っ
」
と
一
息
つ
け

る
、
森
林
浴
ス
ポ
ッ
ト
を
探

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

 

 

  

 

 

 
マンションやオフィスビルが立ち並ぶ新都心の中にある

「沖縄の杜」。米軍基地時代から残された緑地は返還され

たあとも、様々な動植物が観察できる貴重な森として、地

域で保全活動が行われている。また、組踊「銘苅子」の天

女伝説の湧水がある場所としても、神聖な場所とされて地

域に親しまれている 

 

 

那覇市で最も大きい 

森林公園「末吉公園」 

漫湖公園 

与儀公園 

 
真嘉比遊水地多目的広場 

金城ダム公園 

  カワセミ ゴイサギ 

6



 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
域
に
残
さ
れ
た
伝
統
文
化
は
、
長
い
歴
史
な

か
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら

れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
で
す
。 

私
た
ち
の
歴
史
や
風
土
な
ど
を
理
解
す
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
私
た
ち
が
守
り
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。 

こ
こ
で
紹
介
す
る
那
覇
市
指
定
の
無
形
民
俗
文

化
財
は
、
市
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
の
行

事
や
お
祭
り
な
ど
で
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

伝
統
文
化
に
触
れ
て
み
る
の
も
、
古
の
那
覇
市

民
を
体
感
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

字安里のフェーヌシマ 

県内各地に分布するフェーヌシマの芸能は、麻でつくっ

た被り物をかぶり、棒を使って飛び上がるなどの所作や

奇声を発し、意味不明の歌詞が歌われるなどが特徴的 

泊地バーリー 

琉球王府時代の行政区分である那覇、久米、泊の 3 地区対抗で爬

龍船競争が行われてきたが、一時期行われなくなった時代があり、

1922年、泊の新屋敷（現泊 3丁目）の青年たちが、途絶えていた

爬龍船競争を復活させたものの人数が足りず長続きせず、それに

代わるものとして「地バーリー」が考案された。独特のハーリー

歌に魅了されること間違いナシ！ 

 

字国場のウズンビーラ 

水田の畦の塗り立て作業を踊りにした民俗芸能で、かつ

ては字仲井間、字上間、字識名などにも伝えられていた

が、今では国場にのみ残されている。起源は明らかでは

ないが、国王が識名園にお出ましの折、農業奨励のため

農民に競争をさせたことにはじまるとされている 

首
里
末
吉
町
の
獅
子
舞 

寅
の
御
冠
船
（
１
８
６
６
年
）
終
了
の
奉
祝

に
出
演
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
動
き
が
大

き
く
活
発
で
勇
猛
。
演
舞
前
半
は
親
し
み
や

す
さ
を
演
出
し
、
後
半
に
な
る
と
顎
を
引
き

威
嚇
す
る
所
作
が
特
徴
的 

 

首里汀良町の獅子舞 

尚巴志王（1422～39年）に汀志良次村（現在の汀良

町）に住民を移住させた時に始まるといわれている。

県内の獅子舞がユーモラスであるのに対し、凄みの

ある勇猛な舞いが首里汀良町の獅子舞の特徴 

首里赤田のみるくウンケー 

字大嶺の獅子舞 

字大嶺に伝わった時期は不明。地域の守護神として大

切に受け継がれ、旧盆と旧暦 8月 15日に田原にある

自治会公民館やノロの家のほか、字の辻で獅子舞を演

じ、幸せと繁栄を祈願する。字大嶺の獅子頭は古くか

ら目が動くことが特徴 

首里のクェーナ 

クェーナは沖縄の古謡のひとつで、沖縄本

島およびその周辺諸島に伝承されている。

首里の女性たちは、夫や家族の旅の安全を

祈り謡うものとして受け継がれてきた。音

階やリズムは民謡と異なる点が多く、素朴

で独特な響きが魅力的で、祈りを込めた歌

詞も興味深く、過酷な船旅の無事を祈る当

時の人々の心情に触れることができる 

首
里
王
府
の
路
次
楽 

中
国
か
ら
伝
来
し
た
道
中
で
吹
奏
す

る
音
楽
で
、「
ガ
ク
」「
ガ
ク
ブ
ラ
」
な

ど
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
１
５
２
２

年
中
国
皇
帝
即
位
の
使
い
と
し
派
遣

さ
れ
た
沢
岻
親
方
盛
理
が
帰
国
の
時

に
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
れ
以
来

首
里
城
内
で
の
儀
式
や
国
王
が
城
外

で
出
ら
れ
る
行
列
の
時
な
ど
に
演
奏

さ
れ
た 
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平和通の大衆劇場「ひやみ

かちマチグヮー館」はウチ

ナー芝居や民謡、三線体験

やカチャーシー、フラメン

コ教室まで体験できちゃい

ます(^_-)ｂ 

 

 

つでも こでも 

エンター 

テイメント 

 

うちなーんちゅの真髄は芸能に！ 

県内唯一の伝統芸能常設公演。テンブ

ス館では、沖縄の文化・芸能の発信拠

点、沖縄芸能の入口的役割として、毎

週木曜日、「琉球舞踊」「うちなー芝居」

「組踊」「離島芸能」「落語」「クラシッ

ク」「お笑いライブ」など、多彩なプロ

グラムと出演者で、沖縄の幅広い芸能

文化を発信☆ 

那覇市 

ぶんかテンブス館 

お笑いライブ 

 

那覇市伝統工芸館 

 

組踊 

琉球舞踊 

那覇市歴史博物館 

 

てんぶす那覇２階の伝統工芸

館では、琉球紅型、琉球漆器、

琉球ガラス、首里織、壺屋焼の

5 つの体験工房がある。まずは

見学、それから自分だけのオリ

ジナル工芸品を作ってみるの

もイイね。また、那覇の伝統工

芸の歴史的作品が並ぶ展示室

や工芸品の販売所もあるので、

新作の工芸品はココで要チェ

ック！ 

琉球王朝時代の本物の王冠や王族の衣装な

ど国宝が見られる。 

那覇の歴史をわかりやすく展示常設展のほ

か、那覇のさまざまな面に光を当てた企画

展、一般向けの市民講座はディープな那覇を

知る絶好のチャンス 

 

お
仕
事
や
家
事
、
育
児
の
合
間

に
お
休
み
を
少
し
も
ら
っ
て
出

か
け
る
の
も
那
覇
市
民
的
！ 

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

を
大
切
す
る
も
ん
ね
♪ 

沖縄県立博物館・美術館 

 
開館時間／9：00～22：00（月曜のみ 18：00 まで） 

電話／098-868-7810 FAX／098-868-7820 

那覇市牧志 3 丁目 2 番 10 号 

牧志公設市場衣料部 2 階 

開館時間／10：00～17：00 

電話／098-917-2815 

那覇市牧志3丁目 3番 15号 2階 

開館時間／9：00～18：00（体験は要予約。空

きがあれば予約なしでも可） 

電話／098-868-7866 FAX／098-868-3005 

那覇市牧志 3 丁目 2 番 10 号 

開館時間／10：00～19：00（木曜休館） 

電話／098-869-5266 FAX／098-869-5267 

那覇市久茂地 1 丁目 1 番 1 号パレットくもじ 4 階 

中心市街地から新都心へのアクセス

はバスでもモノレールでもＯＫ！ 

壺屋焼物博物館 

 

 

壺屋焼のことをもっと知りたい！という人

はココ、壺屋焼物博物館へ。壺屋のまちを散

策しながら立ち寄ってもイイね♪ 

開館時間／10：00～18：00（入館は 17：30 まで） 

※月曜休館。ただし、祝日にあたる場合は開館 

電話／098-862-3761 FAX／098-862-3762 

那覇市壺屋 1 丁目 9 番 32 号 
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慶
良
間
の
海
に
は
泊
港
か
ら 

ヤ
ン
バ
ル
へ
は
バ
ス
や 

車
で
高
速
に
乗
っ
て 

ど
ち
ら
も
「
日
帰
り
」
で 

自
然
を
満
喫
♪ 

   

 

 

渡嘉敷島        フェリー 70 分 

高速船  35 分 

座間味島・阿嘉島  フェリー 1 時間 30 分～2時間 

高速船  50 分～70分 

 

車 約 2時間   

バス 約 2 時間 30 分～3 時

間 

 

 

GO GO！ 

東京まで 約 2時間 30分 

大阪    約 1 時間 45 分～50 分 

福岡    約 1 時間 40 分 

 

高速那覇インター 

豊見城市の瀬長島から望む空港 

ざまみに向かうフェリー（泊港） 

慶良間の海は 

透け透けです 
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昔
の
那
覇
は
、
ア
ジ
ア
世
界
に
開
か
れ
た

独
自
性
に
富
ん
だ
都
市
と
し
て
存
在
し
て

き
ま
し
た
。 

深
い
緑
と
赤
い
屋
根
瓦
、
白
い
石
畳
の
古

都
首
里
、
市
場
の
賑
わ
い
が
響
く
港
町
の
商

都
那
覇
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
真

和
志
・
小
禄
。
そ
の
「
ま
ち
な
み
」
は
、
沖

縄
戦
で
無
残
に
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後

の
混
乱
期
の
中
、
急
速
に
復
興
整
備
が
行
わ

れ
、
時
代
と
と
も
に
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
、

今
や
新
た
な
那
覇
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
新
都
心
や

久
茂
地
界
隈
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
漂

う
中
心
市
街
地
、
城
下
町
の
名
残
あ
る
首

里
、
そ
し
て
昔
な
が
ら
の
集
落
が
残
る
真
和

志
、
小
禄
地
域
な
ど
、
そ
の
時
々
の
時
間
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。 

個
性
豊
か
な
ま
ち
を
地
区
ご
と
に
紹
介

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
好
き
な
那
覇
を
探
し

て
み
て
く
さ
い
。 

 

10



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月第 1、第 3 日曜日の朝 9時に新都心公園

で行われる「日曜朝市」は、地元の新鮮野菜

やフリーマーケットが催され、お財布に優し

い人気のイベント 

築 40 年前後のコンクリート住宅

が立ち並ぶ中心市街地はリノベー

ションの宝庫。昭和テイストは人

気物件なんだとか 

新都心地区へのお出かけに便利なおもろまち駅。交通広

場「おもろまち駅前広場」は、路線バス、タクシーや自

家用車からも乗り継ぎが便利 

 

 

新都心地区 

 

那
覇
の
北
側
に
あ
る
新
都

心
は
、
米
軍
住
宅
地
と
し
て
使

用
さ
れ
、
返
還
さ
れ
た
地
区
。

モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
と
路
線
バ

ス
が
走
る
国
道
お
よ
び
県
道

に
囲
ま
れ
、
中
北
部
か
ら
那
覇

へ
の
乗
り
継
ぎ
可
能
な
、
交
通

拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に

は
、
み
ど
り
豊
か
な
総
合
公
園

「
新
都
心
公
園
」
が
あ
り
、
そ

の
周
辺
に
低
層
、
高
層
住
宅
地

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
南
側
の

エ
リ
ア
に
は
、
行
政
施
設
や
学

校
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
県
立
博

物
館
・
美
術
館
な
ど
の
ほ
か
、

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
な

ど
が
建
ち
並
び
、
街
と
自
然
と

人
が
調
和
し
た
活
気
あ
ふ
れ

る
街
で
す
。 

都市機能にくつろぎと躍動 

那覇中心地区 

商業・行政施設が集積 

 
サッカーや野球ができる多目的広場

は人工芝を整備。幼児から高齢者まで

利用できる憩いの場としても人気 

 

 

 

 

 
 

 
 

那
覇
の
中
央
部
に

あ
り
、
国
際
通
り
、
沖

映
通
り
、
平
和
通
り
を

軸
と
し
た
商
業
観
光

地
と
久
茂
地
と
泉
崎

一
帯
を
中
心
と
し
た

行
政
・
業
務
地
は
沖
縄

県
と
那
覇
市
の
中
枢 

 

夕飯前の買い物客でにぎわう商店街 

日曜のトランジットモール（国際通り） 
行政・業務地の中枢を担う久茂地・泉崎一帯 

を
担
う
施
設
が
集
ま
る
地
区

で
す
。
人
口
密
度
は
市
内
で
一

番
高
い
も
の
の
、
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
商
業
施
設
と
住
居

が
混
在
し
た
密
集
市
街
地
で

す
が
、
今
後
は
高
層
住
宅
化
に

よ
る
都
市
型
住
宅
が
進
め
ら

れ
、
公
設
市
場
を
中
心
と
し
た

マ
チ
グ
ヮ
ー
独
特
の
雰
囲
気

が
マ
チ
と
融
合
す
る
、
新
た
な

都
市
の
魅
力
詰
ま
っ
た
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 
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那
覇
の
東
側
に
あ
る
真
和
志

地
区
は
、
起
伏
に
と
ん
だ
丘
陵
地

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。 

戦
前
は
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ

た
の
ど
か
な
農
村
地
域
で
し
た
。 

 

戦
後
、
都
市
基
盤
が
未
整
備
の

ま
ま
急
激
に
市
街
化
が
進
ん
だ

こ
と
か
ら
住
宅
が
密
集
し
、
識
名

や
上
間
な
ど
昔
な
が
ら
の
集
落

形
態
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
を
取
り
囲
む
国
道
と
東

西
に
結
ぶ
主
要
道
路
は
、
市
内
を

巡
回
す
る
路
線
バ
ス
や
市
外
広

域
を
結
ぶ
バ
ス
が
走
り
、
都
心
部

へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
多
く
の

利
用
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
７
年
１
月
に
は
、
狭
い

道
路
が
多
い
、
住
宅
密
集
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
と
し
て
「
乗
合
タ
ク
シ

ー
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
真

和
志
住
民
の
通
勤
・
通
学
、
お
買

い
物
に
利
用
さ
れ
、
暮
ら
し
を
支

え
る
新
た
な
交
通
手
段
と
し
て

仲
間
入
り
し
ま
し
た
。 

運行：（株）鏡原第一交通 

 

アップダウンが激しい真和志地区は、「乗合タクシー」が便利。バスが

多い寄宮交差点とモノレール安里駅まで乗車可能。大人 300 円、子ども

150円、未就学児は無料 
 

平成 29 年 1 月に本稼働！ 

 
 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
、 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

「与儀公園」のヒカンザクラは

2月から中旬までが見ごろ 

 

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
冬

季
キ
ャ
ン
プ
地
が
開
催
さ
れ

る
奥
武
山
総
合
運
動
公
園
へ

は
、
壺
川
駅
と
奥
武
山
公
園
駅

か
ら
徒
歩
す
ぐ
。
ス
ポ
ー
ツ
だ

け
で
な
く
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

に
登
録
さ
れ
た
漫
湖
の
水
辺

と
緑
地
が
楽
し
め
、
神
社
と
お

宮
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
と
心

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

も
人
気
で
す
。 

 

 

地
形
と
の
調
和
を
大
切
に
す
る 

真
和
志
地
区 

那覇の街並みが一望できる識名の大石公園へは、「乗合

タクシー」がおすすめ。急な坂道も楽ちんです♪ 

春のゆり祭りや秋のひまわり祭りも気軽に行けちゃう 

 

 

那覇空港の年間発着回数は羽田空港、成田際空

港、福岡空港に次いで第 4 位（国土交通省「空

港管理状況」2014 度）。観光と物流拠点の需要

の増加により 2019 年末に第二滑走路が供用開

始される 

小禄地区 戦後、住民自ら集落を建設 

 

那
覇
の
空
の
玄
関
口
、
那
覇

空
港
が
あ
る
小
禄
地
区
は
、
戦

後
、
地
域
の
大
半
が
米
軍
に
接

収
さ
れ
、
残
さ
れ
た
部
分
に
、

住
民
自
ら
集
落
建
設
や
埋
め

立
て
事
業
が
進
め
ら
れ
た
地

域
で
す
。
今
で
は
返
還
軍
用
地

を
は
じ
め
区
画
整
理
事
業
が

進
み
、
新
し
い
街
と
昔
な
が
ら

の
集
落
が
調
和
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

南
部
に
結
ぶ
幹
線
道
路
に

は
、
業
務
施
設
が
立
ち
並
び
、

ま
た
、
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
に
は

商
業
施
設
が
軒
を
並
べ
、
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と

接
続
す
る
小
禄
駅
で
は
、
多
く

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。 

 
 

 

 

 
県内唯一のプロ野球ナイター公式

戦が開催される野球場「沖縄セル

ラースタジアム那覇」。内野スタン

ド席は約 15,000 席、外野は約

15,000、計 30,000 人が収容可能 

 
真和志地域の交通結節点 

「寄宮交差点」 

那覇軍港が見渡せる「がじゃんびら公園」 

漫湖の広大な湿地は水鳥や自然のすみか 
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那
覇
の
西
側
、
海
岸
部
に
位

置
し
、
「
浮
島
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
時
代
か
ら
港
町
と
し
て

栄
え
た
地
区
で
す
。
今
か
ら
６

０
０
年
ほ
ど
前
に
福
建
省
か

ら
移
住
し
て
き
た
人
が
住
み

は
じ
め
、
久
米
村
（
ク
ニ
ン
ダ
）

を
築
き
、
進
貢
貿
易
を
支
え
て

き
ま
し
た
。 

そ
ん
な
、
中
国
と
ゆ
か
り
の

あ
る
地
に
中
国
式
庭
園
「
福
州

園
」
が
あ
り
ま
す
。
白
壁
に
沿

っ
て
、
さ
ら
に
西
に
向
か
う

と
、
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」
と
龍
柱

が
ク
ル
ー
ズ
船
を
お
出
迎
え
。

若
狭
地
先
に
は
、
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
が
年
間
２
０
０
回
を

超
え
る
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

整
備
さ
れ
、
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
い
国
際
的
な
港
湾
都
市
の

顔
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

   

那覇西地区 

  

 

① 

② 

③ ④ 

①福州園の白壁が街を涼しげにしてくれる

②福州園の見どころの一つ冶亭（やてい）か

らの眺めはゆったりできる休憩スポット③

④は 2016 年にオープンしたクニンダテラ

ス。琉球や久米村（クニンダ）の歴史文化に

触れる展示や地域の交流室のほかカフェレ

ストランも併設されている 

今も昔も国際都市 

４月の第一日曜日の海開きを皮切りに海水浴やビーチパー

ティを楽しむ人でにぎわう波の上ビーチ。空港へ向かうギリ

ギリの時間まで楽しめちゃうビーチとしても有名なんだ！ 

海外旅行者の玄関口、若狭バース（那覇新

港）。ド迫力のクルーズ船を間近で見るな

ら、旅客ターミナルからの眺めが最高！ 
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首
里
地
域
は
、
眺
望
の
良
い
高
台
に

あ
り
、
市
内
で
一
番
標
高
が
高
い
弁
ヶ

岳
か
ら
、
末
吉
の
森
に
連
な
る
山
並
み

を
背
に
し
た
緑
豊
か
な
地
区
で
す
。 

首
里
王
府
の
栄
え
た
首
里
城
を
中

心
に
、
士
族
の
屋
敷
や
旧
集
落
な
ど
の

古
く
か
ら
の
住
宅
地
が
残
り
、
城
下
町

の
名
残
を
と
ど
め
る
風
情
あ
る
ま
ち

な
み
で
す
。
ま
た
、
数
多
く
の
文
化
遺

産
や
伝
統
工
芸
が
今
に
生
き
、
首
里
城

を
中
心
に
観
光
地
に
ふ
さ
わ
し
い
商

業
地
区
と
歴
史
的
な
環
境
に
ふ
さ
わ

し
い
低
層
建
築
物
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

 

首里駅から石嶺駅（仮称）に向けて、延長工

事中の石嶺線。モノレール沿線は、新たなま

ちづくりの拠点となることが期待される 

首
里
地
区 

歴
史
と
文
化
の
香
る
ま
ち 

 

那覇の三大祭りのひとつ首里王朝祭り首里。毎年 11 月に開催さ

れ 40 年余りの歴史をもつ。出演者 3,000 人が演ずる古式行列は

祭り最大の目玉として人気を集めている 

首里城の西（イリ）のアザナからの展望 

村の共同井戸として使用されていた金城大樋川

（カナグスクウフヒージャー）は、「あいかた積

み」と呼ばれる石積で、自然の形を活かして組

み合わせた崩れにくい積み方になっている 

崎山町馬場通りに

は、約 30 本のサガ

リバナが植栽され

ている。6 月から 8

月頃の夜には鑑賞

会が行われ、甘い香

りに誘われ多くの

人でにぎわう 

 

 

首里北地区 

那
覇
市
北
東
部
の
高
台
に
あ
り
、
弁
ヶ

岳
か
ら
末
吉
の
森
に
連
な
る
山
並
み
や

市
境
の
緑
に
包
ま
れ
た
盆
地
状
の
地
形

を
な
し
て
い
ま
す
。
郊
外
の
住
宅
地
と
し

て
人
口
が
急
増
し
、
市
街
化
が
進
み
、
ま

た
大
規
模
な
住
宅
団
地
が
立
地
し
建
て

替
え
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
施
設
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

こ
の
地
区
の
大
き
な
特
徴
で
す
。 

浦
添
市
と
西
原
町
と
隣
接
す
る
た
め
、

交
通
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
幹
線

道
路
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
首
里
駅
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
が
延

長
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
沿
線
と
駅
周
辺

に
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
で
き

ま
す
。
ど
ん
な
ま
ち
な
み
が
誕
生
す
る
の

か
、
楽
し
み
で
す
ね
。 

 
久場川市営住宅 大名市営住宅 

良好な郊外住宅地と福祉のまち 
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２
０
１
８
年
に
完
成
予
定
の
那
覇

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
那
覇
市
中
心

部
へ
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
な
外
観
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
と
接

続
す
る
こ
と
で
、
交
通
結
節
点
と
し

て
の
機
能
を
活
か
し
、
県
立
図
書
館

や
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
、
観
光
支

援
施
設
の
ほ
か
商
業
施
設
が
入
居
す

る
予
定
で
す
。 

  

後
の
混
乱
期
に
市
場
と
し
て
開

設
し
て
か
ら
63
年
、
市
民
の
食
生
活

を
支
え
て
き
た
農
連
市
場
は
、「
農
連

市
場
地
区
防
災
街
区
整
備
事
業
」
に

よ
っ
て
、
２
０
１
９
年
春
、
新
し
い

ま
ち
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。 

マ
チ
グ
ヮ
ー
文
化
を
継
承
す
る
市

場
棟
を
は
じ
め
、
保
育
所
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
、
子
育
て
環
境
を

整
え
ま
す
。
ま
た
、
多
子
世
帯
向
け

の
市
営
住
宅
の
ほ
か
、
分
譲
住
宅
を

整
備
し
、
ま
ち
な
か
居
住
を
推
進
し

ま
す
。 

 

 

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
愛
称
「
ゆ

い
レ
ー
ル
」
は
、
首
里
駅
か
ら
先
の

４
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
延
長
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
駅

舎
は
、「
石
嶺
駅
」
、「
経
塚
駅
」
、「
浦

添
前
田
駅
」
、
「
て
だ
こ
浦
西
駅
」
の

４
駅
が
誕
生
し
ま
す
。
て
だ
こ
浦
西

駅
に
は
、
沖
縄
自
動
車
道
と
接
続
す

る
こ
と
か
ら
、
車
を
駅
周
辺
に
止
め

て
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
り
換
え
る
「
パ

ー
ク
＆
モ
ノ
ラ
イ
ド
」
が
実
現
し
、

北
部
地
域
か
ら
の
利
便
性
も
高
ま
り

ま
す
。
延
長
路
線
は
、
２
０
１
９
年

の
開
業
を
め
ざ
し
ま
す
。 

  

那
覇
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
誕
生 

 

 

農連市場は 2019年春完成予定 

カ
ッ
コ
イ
イ
で
し
ょ 

モノレール旭橋駅と隣接するバスターミナルは新

たな駅前空間の創出を図る（2018年完成予定） 

※完成予想図は実際とは異なる場合があります 

戦 
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市
政
い
ろ
い
ろ
。
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.  

 

 

「性の多様性を尊重する都市・な

は」を宣言する那覇市では、同性

同士がパートナーシップの関係と

して共に生きることを認めるパー

トナシップ登録制度をスタートし

ました。 

 

 

パートナーシップ登録証書 

那覇市政施行 

 

2016年 5 月 20日は那覇市が誕生

して 95年目を迎えました。 

市政発展に大きく貢献した 9 人と

地域福祉の向上などに貢献された

49 人に 95 周年特別表彰を授与し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

市民、関係機関・団体、ボランティア、行政

が一体となり、市民総がかりで健康づくりに

取り組む「健康づくり市民会議」を設置し、

長寿県沖縄の復活をめざします。 

ボランティア団体等が実施する、子ども食堂

や学習支援など、子どもの居場所づくりに取

り組む団体への補助金交付事業をスタート。

不登校や引きこもり児童の支援も含め、今年

度で 23か所の子どもの居場所づくりができ

ました。 

 

海岸に近くにありながら公

共施設が少ない松山・若狭地

域に津波避難ビルが完成し

ました。台風時にも避難所と

して活用でき、また平常時に

は地域のコミュニティ施設

として利用できます。 

老朽化した松尾と真和志出

張所の統合施設として中央

消防署神原出張所が完成。 

高齢者のみなさんが、介護施設で

のボランティア活動をとおしてポ

イントを貯める制度。ちょっとし

たお小遣いにもなるので、お孫さ

んへのプレゼントに人気です。 

 

市立幼稚園を保育所と幼稚園の長所を併

せ持った「幼保連携型認定こども園」5

園が開園しました。 
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狭い道路が多い真和

志地区で、乗合タクシ

ーの実証実験が 2016

年 8月にスタートし、

17年 1月に本格稼働

しました。自宅から目

的地まで利用でき、高

齢者の生活の足とし

て好評です。 マイナンバー制度を活用した、コン

ビニエンスストアーのマルチコピ

ー機で、各種証明書が発行できるよ

うになりました。窓口より手数料が

安くなることも魅力のひとつです。 

5年に１度開かれる世界のウチ

ナーンチュ大会が 10 月に行わ

れ、26か国の県系人約 7300人

が参加し、8か国 340人の那覇

出身者が帰郷しました。 

中学生の 

ワークショップ 

平成 30 年度から平成 39 年度までの計画期間と

する第 5次総合計画の作成がスタートしました。

学生によるグループワークを行うほか、公募で集

まった市民 29人が中心となった「なは市民協働

大学院」のメンバーが 1 年をとおして市民提案

を作成し、城間市長へ手渡しました。2017年度

中に有識者等による審議会への諮問・答申を経

て、18年の 1月の策定をめざします。 

共働き家庭などの就学児童が放課後を安全・安心

に過ごすことができる放課後児童クラブや放課

後子供教室。学校内で実施することで、家賃面で

事業者の負担が軽減されることから、保護者の負

担も軽減され、安全面においてもそのニーズは高

まっています。現在、36校中、18校で実施して

おり、全国の平均実施率約 20％を上回りました。 

中国・福州市と友

好都市を締結して

35 周年の節目を

記念して、城間市

長をはじめ、翁長

市議会議長、久米

三十六姓の子孫や

首里赤田町自治会

など約 50 人の訪

問団が同市を訪れ

ました。 

 

 

2016 年 4 月からスタートした国際通り周辺の

指導員による違法な看板や車両の撤去要請。毎

日活動した結果、要請をした 442件の店舗のう

ち、341 件が是正し、迷惑行為が改善しつつあ

ります。今後も粘り強く活動していきます。 
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人口：約 5万 4千人 

面積：約 536 平方メートル 

1969 年 4 月 24 日姉妹都市提携 

 

古くから油津港と那覇港を結ぶ交易を通

して、経済・文化の交流が行われてきま

した。また戦時中は那覇市民をはじめ多

くの県民が疎開で日南市のみなさまにお

世話になり、市民相互の親善が深められ

ました。 

人口：約 98 万人 

面積：約 1,556 平方キロメートル 

1961 年 1 月 10 日姉妹都市提携 

 

戦前から移民などを通じて活発な交

流が行われてきました。特に沖縄の

戦後復興期には、ハワイの県系人に

よる物心両面にわたる支援を受け、

現在も学術・文化・経済などの幅広

い交流が行われています。 

人口：約 30 万人 

面積：約 146 平方キロメートル 

1978 年 10 月 23 日姉妹都市提携 

 

姉妹都市締結日：1978 年 10 月 23日県出身

2 世の伊波興裕氏がサンビセンテ市長の頃

に姉妹都市を締結。これまで両市職員の交

換派遣交流などの歴史があります。 

 

人口：約 680 万人 

面積：約 12,153 平方キロメートル 

1981 年 5 月 20 日友好都市提携  

 

14 世紀から中国と琉球王国を結ぶ交流の

拠点都市として、今日に至るまで各分野に

おいて相互訪問による交流が続いていま

す。福州市にある琉球館や琉球人墓地、那

覇市にある「福州園」は相互の緊密な交流

の歴史を物語っています。 

 

 

 

 

 

人口：約 146 万人 

面積：約 144 平方キロメートル 

1996 年 5 月 20 日友好都市提携 

 

川崎市との交流の歴史は大正時代に沖縄

から川崎の紡績工場に多くの人が就職し

たことに始まり戦前から多くの県出身者

が各方面で活躍しています。 
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4 月 

波の上ビーチ海開き 

壺屋でシーサーの日 

沖縄国際映画祭 

 

5 月 
那覇ハーリー 

8 月 

6 月 
6 月 23 日は、沖縄戦の戦

没者を追悼し、平和への想

いを新たにする慰霊の日 

11 月 

10 月 
9 月 

一万人のエイサー踊り隊 
7 月 

7月 8日（なは）の日。 

市民参加のさまざまなイベ

ントを開催。市民によるま

ちおこしを考える日 

12月 

 琉球王朝祭り首里 

那覇大綱挽まつり 

 

 

なは青年際 

とまりんフェスタ 

琉球王朝時代から慶賀行事として行

われ、昭和46年に復活した那覇大綱

挽は、ギネス認定を受けた世界最大の

藁綱。その大綱が国道58号の久茂地

交差点を中心に、旗頭が舞う中、万余

の人々が一体となって綱を引き合う

様は圧巻そのもの 

 

「ハーリー」は、約600年前に中

国から伝わり、航海の安全と繁栄を

祈願するものとして、県内各地で盛

んに行われています。 

ＮＡＨＡマラソン 

太陽と海とジョガーの祭典「NAHA

マラソン」は、国内外からの参加者

30,000 人が走る国内最大規模を誇

る市民マラソン。主役はジョガーだけ

でなく沿道の熱い声援をおくるボラ

ンティアにも注目です！ 

 

2 月 
読売巨人軍春季キャンプ 

なはさくらまつり 

琉球王朝祭り首里 

ひやみかちなはウォーク 

かつて琉球王朝の都として栄えた古都・首里。中国か

らの使者・冊封使（さっぽうし）などの行列を再現し

た古式行列が行われ、首里のまちは琉球王朝時代の文

化一式に染まります。 

 

20



 
 

 

 

  

ナハの字を円形に図案化し、無限に膨張発展 

する那覇市の姿を表しています。市制が施行さ 

れた大正10年（1921年）に制定されました。 

 

１ あけぼの清き 南
みんなみ

の 港にぎわう百
もも

舟
ふね

や 

  まちはいらかの 数増して 弥栄
いやさか

えゆく わが那覇市 

２ みどりも深き 奥
おお

武山
のやま

 めぐる入り江の 水なごみ 

  清き心に 諸人
もろびと

の むつみしたしむ わが那覇市 

３ ゆかりも古き 波 上
なみのうえ

 あおぐ誠を 捧げもて 

  理想の自治に 進まなん 希望
のぞみ

かがやく わが那覇市 

 

【市 章】 

那覇市歌の制定については、戦前の資料が戦争で失われたため、正確なことは

分かっていません。しかし、当時の新聞の記録や作詞家の安藤氏の当時の日記な

どから、制定されたのは、1929 年（昭和 4年）頃と推定されます。現在、市歌は

市のさまざまな式典や行事などで演奏されています。 

【那覇市歌】 

 

【市花木 ホウオウボク】 

 

 

【市木 フクギ】 

 

 

【市蝶 オオゴマダラ】 

 

 

【市花 ブーゲンビレア】

 

【市魚 マグロ】

 

那覇市の位置 北緯 26°10’34”～14’46''  

東経 127°38’12''～44’19” （市の位置） 

那覇市面積    39.57 ㎢ （推計） 
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 【那覇市内指定等文化財件数一覧】 

 

 有形文化財（83 件） 無形文化財 

（12 件） 

民俗文化財 

（16 件） 

記念物 

（52 件） 

 

選

定

保

存

技

術 

 

登

録

有

形

文

化

財 

 

 

国

県

市

別 

計 

建造物（14 件） 美術工芸品（68 件）  

芸

能 

工

芸

技

術 

空

手 

・

古

武

術 

 

選

択 

 

有

形 

 

無

形 

 

選

択 

 

史

跡 

 
名
勝 
・ 
特
別
名
勝 

 

天

然

記

念

物 

寺

院

建

築 

城

郭

建

築 

 

橋

梁 

 

住

宅 

そ

の

他 

 

絵

画 

 

彫

刻 

工

芸

品 

 

書

蹟 

 

典

籍 

古

文

書 

歴

史

資

料 

国   2 1 4   2  2 1 3 3 2  1   2 5 4 2 2 6 42 

県 1 1 3  1 7 7 32 4 2 3 3 1 3 1    1 8 1 1   80 

市     1   1   2   1   3 10  28 2 1   49 

計 1 1 5 1 6 7 7 35 4 4 6 6 4 6 1 1 3 10 3 41 7 4 2 6 171 

                    

 

 

【那覇市所在世界遺産】 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

条約資産別 国内指定区分 名  称 登録年月日 所在地・所有者等 

 

記念工作物 

 

重要文化財（建造物） 

記念物（史跡） 
園比屋武御嶽石門 平成 12 年 12 月 2 日 首里真和志町１－７ 

那覇市 

重要文化財（建造物） 

記念物（史跡） 
玉陵 平成 12 年 12 月 2 日 首里金城町１－３、３－１ 

沖縄県、那覇市 

 

遺   跡 

 

記念物（史跡） 首里城跡 平成 12 年 12 月 2 日 首里当蔵町３－１、１－１ 

国、沖縄県 

記念物（特別名勝） 識名園 平成 12 年 12 月 2 日 字真地 421 の 1 ほか 

那覇市外 
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1922年（大正11年） ・那覇区・首里区に市制施行（5月20日）初代市長当間重慎氏就任

・10月1日から5日間、市制・県庁舎落成の祝賀行事行う（大綱曳と行列）

1927年（大正11年） ・県鉄道嘉手納線開通

1927年（昭和2年） ・那覇商工会議所設立　・首里市に公設質舗設置

1928年（昭和3年） ・首里城本殿復旧起工（国宝指定）、昭和6年竣工

1929年（昭和4年） ・普通選挙法による初の市会議員選挙　・首里市職業紹介所開設

1930年（昭和5年） ・那覇市立職業紹介所開設　・那覇市に公設質舗開設

1931年（昭和6年） ・那覇市に水道敷設

1932年（昭和7年） ・「歴代宝案」旧久米村で発見

1933年（昭和8年） ・那覇～首里間の路面電車廃止　・那覇市上水道完成給水開始

1934年（昭和9年） ・牧志街道（新県道＝国際通りの前身）開通

1935年（昭和10年） ・首里市営バス那覇～首里間運行開始

1936年（昭和11年） ・末吉宮国宝指定　・首里図書館開館

1937年（昭和12年） ・守礼門修復

1938年（昭和13年） ・沖宮、弁ヶ嶽石門国宝指定　・武徳殿竣工

1941年（昭和16年） ・日米戦争宣戦布告（12 月8 日）

1944年（昭和19年） ・10月10日米機動部隊沖縄大空襲（那覇90％焼失、市民5万人焼出され国頭へ避
難）1945年（昭和20年） ・那覇市役所、安里八幡宮近くの民家に移転 ・米軍沖縄本島へ上陸開始 ・3か月

余にわたる沖縄戦 ・日本政府ポツダム宣言受諾、無条件降伏 ・陶器と瓦工業復興

の目的で男子先遣隊103人が壺屋町に入市（11 月10 日）

1946年（昭和21年） ・糸満地区管内として壺屋区役所設置

1947年（昭和22年） ・市庁舎、牧志公設市場敷地に移転 ・中央図書館設置 ・奥武山を中心とするペ
リー、壺川、楚辺、松尾一帯に那覇とは別の行政区みなと村を設置

1948年（昭和23年） ・市庁舎、開南に移転

1949年（昭和24年） ・那覇市場市営となる　・教育委員会制度が施行

1950年（昭和25年） ・那覇市社会事業援護会創立 ・みなと村、那覇市に合併 ・米軍が天久、上之屋
一帯（現新都心地区）の立退を命令

1951年（昭和26年） ・救済家屋“愛生寮”を設置　  ・米国援助資金500 万ドルで港湾工事施行

1952年（昭和27年） ・琉球政府創立　・那覇市社会福祉協議会設立  ・那覇商事港湾事務所が設置される

1953年（昭和28年） ・大那覇市建設諮詢委員会 ・那覇市議会事務局誕生 ・市庁舎、天妃小学校に移
転　・国際通り起工・那覇市旗がお披露目　・奄美群島祖国復帰

1954年（昭和29年） ・那覇市消防隊創立　・首里市、小禄市を合併

1957年（昭和32年） ・真和志市を那覇市に合併

1959年（昭和34年） ・行政区画委員会で沖縄市改称決まるが、市議会で否決　・生誕の像除幕式

1960年（昭和35年） ・ホノルル市と姉妹都市締結 ・兵庫県から「やまびこの鐘」寄贈 ・自治会制度
発足1961年（昭和36年） ・「那覇市民体育館」完成

1964年（昭和39年） ・市民憲章制定を宣言、推進協議会設立 ・東京オリンピック聖火那覇へ ・初の
奨学資金給付　・那覇市青少年健全育成協議会発足

1965年（昭和40年） ・那覇市新庁舎落成

1966年（昭和41年） ・首里支所庁舎完成

1969年（昭和44年） ・水道局総合庁舎完成・日南市と姉妹都市の提携・市職員採用を試験制度に

1970年（昭和45年） ・那覇市民会館オープン

1971年（昭和46年） ・市制施行50 周年記念切手発行、那覇まつりを開催（大綱挽を復活）・沖縄返還協

定調印（6 月17 日）

1972年（昭和47年） ・那覇市東京事務所開設 ・祖国復帰（5 月15 日）・那覇教育区教育委員会が那覇
市教育委員会に改編

1973年（昭和48年） ・蒸気機関車D51 寄贈（与儀公園内）

1974年（昭和49年） ・小禄で不発弾爆発事故が発生　・小禄支所新庁舎が完成

1975年（昭和50年） ・那覇音頭発表

1978年（昭和53年） ・サン・ビセンテ市と姉妹都市締結

1983年（昭和58年） ・市木、市花木、市花を制定

1985年（昭和60年） ・第1 回NAHA マラソン開催

1988年（昭和63年） ・那覇市情報公開制度スタート

1991年（平成3年） ・「パレットくもじ」グランドオープン

1992年（平成4年） ・中国式庭園・福州園開園

1995年（平成7年） ・「那覇市総合福祉センター」オープン ・那覇大綱挽ギネス認定・国指定名勝「識
名園」一般公開

1996年（平成8年） ・恒久平和のモニュメント｢なぐやけ」建立 ・尚家継承美術工芸品（87 点）の寄贈
・川崎市と友好都市協定を締結

那覇市のあゆみ
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1997年（平成9年） ・那覇市のインターネットホームページ開設　・泡盛百年古酒熟成化事業壷入れ式

1996年（平成10年） ・「壺屋焼物博物館」オープン　・ふれあいプラザ安謝落成

1997年（平成11年） ・那覇市立病院病院急病センター開設 ・漫湖がラムサール条約登録 ・新那覇空
港ターミナルビルオープン

2000年（平成12年） ・NPO活動支援センター開設 ・九州沖縄サミット開催 ・「首里城跡」「識名
園」「園比屋武御嶽石門」「玉陵」がユネスコ世界遺産登録

2001年（平成13年） ・戸籍事務のコンピューター化 ・NAHA マラソンのスタートに万国津梁之鐘の使
用開始　・ゴルバチョフ氏記念講演

2002年（平成14年） ・尚家継承文化遺産が国指定重要文化財指定 ・公営斎場「いなんせ」供用開始
・「家庭ごみ有料化」開始 ・市民課、国民健康保険課窓口時間延長スタート ・
本庁市民課がサービスに関する国際規格ISO9001 の認証取得 ・「ゆんたふぃんたく
跳びだせ！市長室」開始

2003年（平成15年） ・リースバック方式による新都心銘苅庁舎が完成 ・「那覇市IT創造館」オープ

ン・県内自治体では初の「環境ISO14001 」認証取得 ・沖縄都市モノレール（ゆ
いレール）開業

2004年（平成16年） ・ISO9001 認証範囲が市民活動課および真和志支所、首里支所、小禄支所へ拡大認
定　・「てんぶす那覇」開館

2005年（平成17年） ・市長リレー出前トークスタート・公園ボランティア協定スタート ・財団法人那
覇市育英会設立　・旧第二牧志公設市場に「にぎわい広場」オープン

2006年（平成18年） ・ごみ処理施設「那覇・南風原クリーンセンター」稼働・「琉球国王尚家関係資
料」が国宝に指定　・歴史博物館開館

2007年（平成19年） ・「那覇市路上喫煙防止条例」施行 ・国際通り「トランジットモール」本格実施
・読売巨人軍「那覇キャンプ」の誘致活動を開始 ・「環境の杜ふれあい」オープン
・障害者就労支援センター「さわやか」開所

2008年（平成20年） ・市立病院が地方独立行政法人へ移行 ・三児童館に「つどいの広場」開所 ・ブ
ラジル移民100周年及び那覇市サンビセンテ市姉妹都市提携30周年記念事業による南
米訪問　・第1期那覇市協働大使委嘱　・臨港道路那覇１号線開通

2009年（平成21年） ・国際規格ISO9001の認証範囲を市長事務部局全体へ拡大 ・路上喫煙者に罰則適用
・静岡市交流連携等に関する協定締結 ・市役所本庁舎建て替えのため、おもろま
ち仮庁舎へ一時移転 ・金沢市交流連携等に関する協定締結

2011年（平成23年） ・読売巨人軍春季キャンプ／初 ・エコマール那覇リサイクル棟供用開始 ・市制
施行90周年記念式典 ・那覇市協働大使活動支援センター開所 ・さいおんスクエ

アまちびらき　・海抜表示シート掲示（1,000箇所）　・壺屋巨大シーサー設置

2012年（平成24年） ・「鏡水ふれあい会館」完成 ・「ハイサイ・ハイタイ運動」取組開始 ・天久小学
校・あめくみらい幼稚園開校 ・市民課窓口業務一部委託開始 ・旧最終処分場跡に
「ちゅらティーダ　スポーツ広場」オープン

2013年（平成25年） ・地上12階建市役所新庁舎開所（銘苅及び教育委員会庁舎統合）・「中核市 那
覇」誕生 ・「那覇市保健所」開所 ・那覇港港湾施設（愛称「うみそら公園」）
供用開始　・市内観光周遊バス“ゆいゆい号”運行

2014年（平成26年） ・市蝶「オオゴマダラ」制定 ・市民共同墓落成 ・那覇小学校開校 ・てんぶす那
覇に「観光案内所」開所 ・サンビセンテ市長国際親善名誉市民顕彰授与 ・ひや
みかちなはウォーク初開催　・第32代那覇市長に城間幹子氏就任（11月18日）

2015年（平成27年） ・那覇市民協働プラザ開所 ・レインボーなは宣言　・認定こども園キックオフ

2016年（平成28年） ・若狭緑地に巨大龍柱設置 ・那覇中央消防署神原出張所落成 ・那覇市津波避難ビ
ル落成　・クニンダテラス オープン ・パートナーシップ登録制度スタート

2017年（平成29年） ・真和志地区で乗合タクシー稼働

2010年（平成22年） ・那覇市英奥武山野球場落成（沖縄セルラースタジアム那覇、沖縄セルラーパーク
那覇、沖縄セルラーパーク那覇にネーミング）　・市魚「マグロ」制定 ・沖縄県人
移民110周年及び那覇市ホノルル市姉妹都市提携50周年記念事業によるハワイ訪問
・真地久茂地線・国道329号線南風原バイパス開通 ・首里支所新庁舎開所
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≪市民の生活　　Ｌｉｆｅ　ｏｆ　Ｃｉｔｉｚｅｎｓ≫

人 口 密 度 1世帯あたりの人員 小売業の年間販売額 公 園 面 積

（1㎞2あたり）

8,192人 2.2人

（平成26年7月1日現在）

11,426万円 6.08㎡

（市民1人あたり）
（平成27年4月1日現在）

下水道普及率 1ヶ月間平均消費支出額
1世帯あたり（二人以上の世帯）

登録・届出保有自動車数

（乗用自動車1世帯あたり）
（平成26年度）

市 民 所 得

（市民1人あたり）
（平成24年度）

（平成26年度）

97.74％ 225,867円 0.96台 2,321千円

医療施設数 病 床 数 教員1人あたり 進 学 率

（平成27年5月1日現在） （平成27年3月31日現在）

1

　注：市民の生活は特にことわりのないものは、平成26年（1月～12月）の値です。

　    「人口密度」　「1世帯あたりの人員」は、平成27年12月31日現在の住民基本台帳人口による数値である。

　    「医療施設数」　「病床数」は、平成26年10月1日現在。人口は、平成27年12月31日現在の住民基本台帳人口である。

      「消防職員数」　「市職員数」は、平成27年4月1日現在。人口は、平成27年12月31日現在の住民基本台帳人口である。

　

医療施設数 病 床 数 教員1人あたり 進 学 率

（病院･診療所･歯科診療所）

480ヶ所
(市民675人に1ヶ所）

3,784床
(市民86人に1床）

小学生→19.3人
中学生→15.6人

高校進学率

→97.8％

大学進学率

→50.9％

消防職員1人あたり 市職員1人あたり 平成26年度歳出決算額 平成26年度 市税

（平成27年4月1日現在）

市民1,201人

（平成27年4月1日現在）

市民158人

（一般会計）
（市民１人あたり）

417,852円

（市民1人あたり）

136,558円

（平成27年5月1日現在） （平成27年3月31日現在）

1



≪那覇市の一日　　A　ｄａｙ　ｏｆ　Ｎａｈａ　Ｃｉｔｙ≫

出 産 死 亡 結 婚 離 婚

（外国人を含む）

9.1人 7.2人 5.9件 2.4件

転 入 転 出 電 気

（平成26年度）

都 市 ガ ス

（外国人を含む）

48.6人 47.9人 4,395千KWH 50.7千ｍ３

水道供給量1人あたり 交通法令違反
取締り状況

市 立 病 院
夜間救急受診状況

那覇空港乗降客

（平成26年度）

23,666人

（外国人を含む）

（外国人を含む）

（那覇署管内） （平成26年度）

（外国人を含まない） （外国人を含まない）

（平成26年次）

2

　注：那覇市の一日は、年間・年度間を365日で割ったものです。特にことわりのないものは、平成26年(1月～12月）の値です。

      「図書館貸出冊数」は、中央図書館開館日数（273日）で算出しています。

　

326㍑ 38.8件 109.2人

乗客 23,666人
降客 23,665人

市内バス利用者 ご み し 尿 火 災

（平成26年度）

13,994人

（平成26年度）

273㌧

（平成26年度）

15,692㍑ 0.24件
交 通 事 故

4.8件

救急車出動数

48件

刑 法 犯 罪

認知件数→ 8.1件
検挙件数→ 3.3件

市立図書館貸出冊数

（平成26年度）

3,907冊

2



≪統計から見た那覇市≫

数

市域面積 39.57 ㎢ 平成27年10月1日現在 豊見城市と按分した推計面積

世帯数 129,512 世帯

人口 315,954 人

人口密度 8,051.8 人 平成22年国勢調査推計の面積（39.24㎢）

昼間人口 344,774 人

常住人口 315,954 人

人口集中地区面積 38.38 ㎢

人口集中地区人口 314,951 人

第1次産業従業者数 879 人

第2次産業従業者数 12,971 人

第3次産業従業者数 100,762 人

147,206 世帯

324,169 人

49,547 世帯

100,088 人

 48,599 世帯

106,463 人

23,500 世帯

57,701 人

25,562 世帯

59,917 人

外国人(世帯・人口） 2,442 世帯　3,616 人

転入者数 17,757  人

転出者数 17,493  人

出生数 3,338  人

住
民
基
本
台
帳

項　　　　　目 期 間 ・ 時 点 備　　　　考

国
　
勢
　
調
　
査

平成22年10月1日現在

平成22年国勢調査

平成22年国勢調査

総数

平成27 年12 月31 日現在

本庁

真和志支所

首里支所

小禄支所

平 成 27 年 （ 年 間 ）

3

出生数 3,338  人

死亡数 2,617  人

婚姻届件数 2,166 件

離婚届件数 886 件

事業所数 17,995 事業所

従業者数 156,511 人

事業所数（製造業） 106 事業所

従業者数（製造業） 1,756 人

製造品出荷額等 2,873,472 万円

農家数 119 戸

農家世帯員数（販売農家） 292 人

経営耕地面積 5,561　ａ

商店数 3,041 店

卸売業 693 店

小売業 2,348 店

従業者数 21,354 人

卸売業 6,173 人

小売業 15,181 人

年間商品販売額 76,913,717 万円

卸売業 50,085,273 万円

小売業 26,828,444 万円

住宅総数（居住世帯なしを除く） 131,640 戸

持ち家 50,670 戸

借家 78,300 戸

建物総数 54,837 棟 平 成 27 年 1 月 1 日 現 在 固定資産概要調書

平 成 27 年 （ 年 間 ）

平 成 27 年 （ 年 間 ） 外国人を含まない。

平 成 26 年 7 月 1 日 現 在 経済センサス‐基礎調査

平成26年12月31日現在
工業統計調査
(従業者4人以上の事業所）

平 成 27 年 2 月 1 日 現 在 2015年農林業センサス

平成26年7月1日現在 商業統計調査

内
訳

内
訳

内
訳

平成25年10月1日現在 住宅・土地統計調査内
訳

3



数

都市公園数 173 園

都市公園面積 196.95 ha

市営住宅管理戸数 5,704 戸 平成26年3月31日現在

電灯使用電力量 692,043,063 KWH

電力使用電力量 912,082,963 KWH

都市ガス需要量 18,507,840 ㎥ 平 成 26 年 （ 年 間 ）

水道配水量 38,613,673 ㎥ 平成26年度（年度間）

下水道普及率（人口） 97.74％ 平 成 26 年 度 末 現 在

1人あたり市民所得 2,330 千円 平 成 24 年 度

消費者物価指数（総合） 102.6

消費者物価指数（食料） 103.3

消費者物価指数（住居） 100.2

消費者物価指数（光熱・水道） 109.1

1世帯あたり消費支出（月平均） 225,867 円 家計調査(二人以上の世帯)

1世帯あたり消費支出（月平均） 256,187 円 家計調査(二人以上の世帯のうち勤労者世帯)

国民年金被保険者数 79,826 人 平成27年3月31日現在

国民健康保険加入者世帯数 55,022 世帯

国民健康保険被保険者数 　99,716 人

病院数  19 ヵ所

診療所数  274 ヵ所

歯科診療所数 187 ヵ所

病床数 　3,784 床

公害苦情件数 133 件

ごみ収集量 99,758 トン

し尿処理量 　5,727 ＫＬ

交通事故件数 1,738 件

救急車出動件数 17,701 回

火災件数 87 件

NTT加入件数 49,320 件 平成26年3月31日現在

保育所数・園児数 73 園   7,636人 平成27年4月1日現在

総数  42 園／3,402 人

市立　36 園／2,690 人

私立    6 園／  712 人

小学校数・児童数 36 校  19,930 人

総数　 20 校／10,603 人

市立　18 校※／9,320 人 　（※若夏分校を含む）

私立　 2 校 　／1,283 人

高校進学率 97.8 ％

大学・短大進学率 50.9 ％

市立図書館蔵書冊数 640,363 冊 平成27年3月31日現在

選挙人名簿登録者数 　252,504 人 平 成 27 年 9 月 2 日 現 在

歳入決算額（一般会計） 139.934.900 千円

歳出決算額（一般会計） 135,454,794 千円

歳入決算額(特別会計）  70,326,335 千円

歳出決算額（特別会計）  73,814,450 千円

市税収入済額 44,267,793 千円

国民健康保険税調定額   5,179,129 千円

市職員数 2,323 人 平成27年4月1日現在

平 成 26 年 度

平 成 26 年 平 均

平 成 26 年 平 均
（二人以上の農林漁
家 世 帯 を 含 む ）

平 成 26 年 （ 年 間 ）

平 成 26 年 度 平 均

平成26年10月1日現在

平成26年度（年度間）

平成27年5月1日現在

平成28年3月31日現在

平成22年＝100

項　　　　　目

幼稚園数・園児数

中学校数・生徒数

期 間 ・ 時 点 備　　　　考

平成27年4月1日現在

平成26年度（年度間）

4



【国勢調査人口の推移】

≪グラフで見る那覇市≫
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303,674 304,836 301,890 301,032

312,393 315,954

6.7

0.3

2.7

0.4
-1.0

-0.3

3.8

1.1

-2 

0 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

昭和50年 55年 60年 平成2年 7年 12年 17年 22年

世帯数 人口 人口増加率 ％人

5

【自然動態】（外国人を含む）

0.4

-2 0
昭和50年 55年 60年 平成2年 7年 12年 17年 22年

2,617

2,517

2,495

2,480

2,352

2,319

3,338

3,335

3,516

3,508

3,402

3,665

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

27年

26年

25年

24年

23年

平成22年

出生 死亡

(人)

55



【人口の年齢別構造】（平成27年12月31日現在）

100歳以上

95　～　99

【人口ピラミッド】（平成27年12月31日現在）

単位：人

年少人口

26,011人

16.5%

生産年齢

人 口

103,411人

65.8%

老齢人口

27,847人

17.7%

男 157,269人

年少人口

24,930人

14.9%

生産年齢

人 口

103,510人

62.0%

老齢人口

38,460人

23.0%

女 166,900人

年少人口（0-14歳） 生産年齢人口（15-64歳） 老齢人口（65歳以上）

6

75　～　79

95　～　99

40　～　44

50　～　54

90　～　94

85　～　89

10　～　14

25　～　29

20　～　24

45　～　49

55　～　59

80　～　84

70　～　74

65　～　69

60　～　64

35　～　39

30　～　34

0　～　4

5　～　9

15　～　19

1,0003,000

男

2,000 2,000 3,000

女

1,000
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36.93 ㎢

【都市計画地域】(平成27年11月現在）

【気象】（平成26年）

市街化
調整区域
657.6ha

市街化区域
3,241.0ha
（83.1%）

第一種低層

住居専用地域

966.5ha(29.8%)

第二種低層

住居専用地域

57.1ha(1.8%)

第一種中高層

住居専用地域

631.2ha(19.5%)

第二種中高層

住居専用地域

159.3ha(4.9%)

第一種

住居地域

372.0ha(11.5%)

第二種

住居地域

153.9ha(4.7%)

準住居地域

129.0ha(4.0%)

近隣商業地域

140.2ha(4.3%)

商業地域

422.5ha(13.0%)

準工業地域

177.9ha(5.5%)

工業地域

31.4ha(1.0%)

工業専用地域

0ha(0%)

市街化区域 3,241.0ha

7

66.0

227.0
185.0

100.5

354.5 397.5

494.0

229.0

95.5

269.0

49.5

117.0

23.5 24.1
26.1

27.2

30.1

32.5
33.9 33.1 33.3

32.0

28.4

24.6

16.8
17.9 18.4

20.9
23.6

26.9

29.3 28.7 28.8

25.4

22.6

17.6

10.6 11.7
12.0

14.0

17.3

20.4

23.8 23.9 
25.0

20.7

17.4

12.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

900.0

1000.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

mm

降水量 最高気温 平均気温 最低気温

℃
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　【那覇空港の旅客数と貨物量】（平成26年）

【経済センサス‐基礎調査】（平成26年7月1日現在）

617,646 626,458 1,244,104 
降客

乗客

農林業

12ヵ所

0.1%

漁業

2ヵ所

0.0%

鉱業,採石業,

砂利採取業

2ヵ所

0.0%

建設業

776ヵ所

4.3%

製造業

411ヵ所

2.3%

電気・ガス・熱

供給・水道業

6ヵ所

0.0%
情報通信業

306ヵ所

1.7%
運輸業,郵便業

307ヵ所

1.7%

卸売業,小売業

4,568ヶ所

25.4％

金融業,保険

業355ヵ所

2.0%

不動産業,物

品賃貸業

2,013ヶ所

11.2%

学術研究,専

門・技術サー

ビス業

908ヶ所

5.0%

宿泊業,飲食

サービス業

3,687ヶ所

20.5%

生活関連サー

ビス業,娯楽業

1,571ヶ所

8.7%

教育,学習支

援業

825ヶ所

4.6%

医療,福祉

1,243ヵ所

6.9%

複合サービス

事業 65ヵ所

0.4%

サービス業※

938ヵ所 5.2%

事業所数 17,995ヵ所

※サービス業は他に分類されないものである。

農林業

56人

0.0%

漁業

11人

0.0%
鉱業,採石業,砂

利採取業

10人

0.0%

建設業

7,235人

4.6%

製造業

3,330人

2.1%

電気・ガス・熱

供給・水道業

239人

0.2%

情報通信業

7,036人

4.5%
運輸業,郵便

業

8,951人

5.7％

卸売業,小売

業

31,324人

20.0%

金融業,保険

業

7,649人

4.9%

不動産業,物

品賃貸業

6,984人

4.5%

学術研究,専

門・技術サー

ビス業

6,502人

4.2%

宿泊業,飲食

サービス業

23,428人

15.0%

生活関連サー

ビス業,娯楽業

8096人

5.2%

教育,学習支

援業

4,790人

3.1%

医療,福祉

19,653人

12.6%

複合サービス

事業2,166人

1.4%

サービス業※

19,051人

12.2%

従業者数 156,511人

12,968,677 15,929,024 28,897,701 積荷

卸荷

1月

0 1,000,000 2,000,000 

688,510 

717,879 

703,055 

788,605 

893,916 

796,854 

673,428 

651,170 

676,966 

794,648 

635,077 

667,961 

726,020 

703,386 

786,637 

909,366 

784,675 

666,516 

656,463 

675,950 

797,345 

637,161 

1,356,471 

1,443,899 

1,406,441 

1,575,242 

1,803,282 

1,581,529 

1,339,944 

1,307,633 

1,352,916 

1,591,993 

1,272,238 

0 10,000,000 20,000,000 30,000,000 40,000,000 

14,160,868 

14,908,354 

13,056,498 

13,446,765 

14,671,802 

16,278,010 

14,686,095 

16,275,722 

17,434,471 

19,134,921 

12,566,288 

21,017,091 

18,170,991 

18,747,531 

18,317,274 

19,785,114 

20,254,215 

18,045,515 

18,223,814 

19,522,930 

21,124,576 

15,291,432 

35,177,959 

33,079,345 

31,804,029 

31,764,039 

34,456,916 

36,532,225 

32,731,610 

34,499,536 

36,957,401 

40,259,497 

27,857,720 

3月

2月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月
（ｋｇ）（人）

88



36.93 ㎢

【1世帯あたり1ヶ月間の消費支出割合】（平成26年平均）農林漁家世帯を含む

【消費者物価指数】

99.5

101.6

100.8

100.0
99.9

99.6

100.0

102.6

96.0 

97.0 

98.0 

99.0 

100.0 

101.0 

102.0 

103.0 

平成19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

平成22年＝100

食料

2,618円

住居

2,209円交通・通信

1,346円

教養娯楽

986円

被服・履物

347円

光熱・水道

803円

家具・家事

用品

320円

保健医療

412円 諸雑費

577円

◆家計の消費支出を10,000円で仮定した際の割合額◆

教育

382円

食料

56,734円

25.1%

住居

20,998円

9.3%

光熱・水道

20,722円

9.2%

家具・家事

用品

7,509円

3.3%

被服及び

履物

6,622円

2.9%

保健医療

9,531円

4.2%

交通・通信

32,302円

14.3%

教育

9,016円

4.0%

教養娯楽

18,570円

8.2%

その他

43,864円

19.4%

二人以上の世帯
225,867円

食料

60,209円

23.5%

住居

26,377円

10.3%

光熱・水道

20,226円

7.9%

家具・家事

用品

8,029円

3.1%

被服及び

履物

7,811円

3.0%

保健医療

9,885円

3.9%

交通・通信

41,104円

16.0%

教育

11,981円

4.7%

教養娯楽

20,878円

8.1%

その他

49,689円

19.4%

二人以上の世帯のうち勤労者世帯
256,187円

9



36.93 ㎢

【自動車保有台数】

57,639

57,266

57,110

56,909

56,745

21,358

21,511

21,774

21,981

21,987

137,759

132,998

129,093

125,557

123,130

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000 160,000

26年

25年

24年

23年

22年

乗用自動車 貨物自動車 その他

（台）

その他

10

57,639

21,358

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000 160,000

26年

10,135
10,625

11,151
11,527

11,810

7,128
7,593

8,058
8,433

8,753
35.08

35.92

36.68

32.20

33.55

26.0 

28.0 

30.0 

32.0 

34.0 

36.0 

38.0 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

22年度 23年度 24年度 25年度 2６年度

人員 被保護世帯 保護率
（人） （％）

（台）

【生活保護の状況】

保護率

10



36.93 ㎢

※平成26年度版より【レーダーグラフ】から【円柱棒グラフ】に変更しています

【月別火災件数】（平成26年　87件）

【救急活動状況】（平成26年　17,701件）

0

2

4

6

8

10

12
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1月
（12件）

2月

3月
（8件）

4月

5月
（6件）

6月
（10件）

7月
（7件）

8月
（12件）

9月
（6件）

10月
（6件）

11月
（6件）

12月
（8件）

0

2

4

6

8

10

12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

11

2

9

8

12

4

7

5

2

8

7

12（件数）

（月）

【救急活動状況】（平成26年　17,701件）

火災事故

87件

（0.5%）

自然災害

4件

（0.0%）

水難事故

20件

（0.1%） 交通事故

1,341件

（7.6%）

労働災害

51件

（0.3%）

運動競技

64件

（0.4%）

一般負傷

2,633件

（14.9%）

加害

132件

（0.7%）

自損行為

272件

（1.5%）急病

11,594件

（65.5%）

その他

1,503件

（8.5%）

搬送人員：15,409名
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【入域観光客数及び観光収入の推移】

【航路別県外観光客数の構成比】（平成26年度　観光客総数　6,823,540人）

5,219,845
5,256,472

5,078,072
5,363,825

5,621,054
5,837,540

246,200 282,800 301,400 382,500
627,200

986,000

374,704

311,555

346,561

346,561

325,308

469,171

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

(百万円)(万人)

県外観光客数 外国観光客数 観光収入観光収入

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

(万人)

600
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東京 2,833,185人
（41.5％）

名古屋 446,039人
（6.5％）

阪神 1,187,693人
（17.4％）

鹿児島 144,200人
（2.1％）

福岡 726,920人
（10.7％）

外国 986,000人
（14.4％）

他府県 499,503人
（7.3％）

283

45

119

73

14

50

99

0

50

100

150

200

250

300

東京 名古屋 阪神 福岡 鹿児島 他府県 外国

(万人)
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【一般会計】(平成26年度）

市税

44,267,793

千円

31.6%

国庫支出金

36,503,413

千円

26.1%

地方交付税

13,813,574

千円

9.9%

市債

11,939,519

千円

8.5%

使用料及

び手数料

2,999,998

千円

2.1%

その他

30,410,603

千円

21.7%

歳入 139,934,900千円

民生費

65,554,030

千円

48.4%

土木費

18,572,580

千円

13.7%

教育費

12,770,385

千円

9.4%

総務費

9,575,420

千円

7.1%

公債費

14,111,657

千円

10.4%

衛生費

8,795,107

千円

6.5%

その他

6,075,615

千円

4.5%

歳出 135,454,794千円

13

【市税収入状況】(平成26年度）

市民税

18,840,633,913円

42.6%

固定資産税

20,768,008,013円

46.9%

事業所税

889,872,132円

2.0%

市タバコ税

3,211,901,471円

7.3%

軽自動車税

545,827,296円

1.2% その他 11,549,850円

0.0%

市税収入 44,267,792,675円

13



　【産業中分類別商店数・従業者数】　　（平成26年7月1日現在）

各種商品 繊維・衣服 飲食料品 建築材料・鉱物・

金属材料

機械器具 その他

6

238

2,018

814

1,647

1,450

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（店、人） 【卸売業】商店数 従業者数

54 84
166 175

212

2

14

各種商品 織物・衣服・

身の回り品
飲食料品 機械器具 その他 無店舗

1,328

5,718

5,718

177

4,946

413

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

（店、人）
【小売業】商店数 従業者数

７

798
798

950 871

57
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市民憲章 

 
私たちは那覇市民であることに誇りを持ち、み

んなで明るく住みよいまちをつくるため、すすん
でつぎのことをまもりましょう。 
 

１ 私たちはまちを美しくしましょう 

１ 私たちは公共物を大切にしましょう 

１ 私たちは時間を守りましょう 

１ 私たちは交通道徳を重んじましょう 

１ 私たちは誰にも親切にしましょう 
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